
 
長年報道に携わってきた講師の経験や過去の事例から“災害報道”の舞台裏について学び、 

情報の受け止め方、命を守るための適切な行動について考えてみましょう。 

 

 

 

 

日 時：１月３１日（水）午後１時３０分～３時 
対 象： 区内在住、在勤、在学の方 

講 師： テレビ朝日広報局お客様フロント部 久慈 省平氏 

会 場： 滝野川文化センター 第 1学習室 

定 員： ３０名（抽選） 

申 込： 申込コード、電話または直接窓口にて 

※講座名、氏名（フリガナ）、年齢、郵便番号、  

住所、電話番号必須 

締 切： １月１３日（土）（必着） 
 

 

 

 

 

【お申込・お問い合わせ先】 
滝野川文化センター（月曜・祝日休館） 

〒１１４-００２４  北区西ケ原１-２３-３ TEL：０３-５３９４-１２３０ 

令和５年度 滝野川文化センター区民講座

▲申込コード 

【講師】久慈
く じ

 省平
しょうへい

氏 

共同通信社を経て、２００１年にテレビ朝日入社。 

報道局社会部で司法クラブキャップ、 

「ニュースステーション」、「報道ステーション」でディレクター、

ＢＳ朝日「ニュースアクセス」のコメンテーターなどを担当。 

２０１１年の東日本大震災では東北３県で現地デスク。 

２０１２年から災害報道担当部長としてＡＮＮ系列の 

災害報道を統括したほか、ウェザーセンターのプロデューサー、 

民放連災害放送専門部会委員などを務めた。 

２０１８年から報道資料部長、２０２２年から現職。 

テレビ局
災害報道


